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ANFO爆薬の伝爆性に関する研究 ⅠⅠ

伊 藤
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先に畔音符は,径30.25mmのANFO爆薬のポリ

怖入り邦包包む夫々内径)5.27.6mmの鉄管内に糞萌

し,その伝健也をしらべたlI｡その篇具の大要は次の

通りであった｡元丸 ANFO 爆薬は通常の粉状爆薬

に比べ圧!掛こ飼い低張で,所Wrチャンネル効果も受け

易い｡しかし,ブリル硝安のみからなるANFO 爆薬

と,粉砕硝安を混ぜた ANFO爆薬を比較すると,後

者の方が燈速が揃いにも拘らず,鉄管中での伝爆長は

短い｡これはチャンネル効果を受ける時,ブリル硝安

がポーラスな塊状のものであるため,粉砕硝安を混ぜ

たものより.圧締される割合が少く,死圧現象を起す

供向が小さくなるためであらう｡ブリル硝安はチャン

ネル効果に対し,特異な抵抗性がある様である,とい

う群であった｡

今回は丈に小径の22mm80gのポリエチレン筒入t)

薬包について,同様な供管内の伝爆性をしらべてみた

所.机回と同様な僻向の結果を得たが,その際 ANFO

糠薬の伝煩には仲鼎な現政がある群を発見したので,

その現射 こついてもあわせて報告する次第である｡

功 一◆

2･ ANFO爆薬ポリエチレン轟包の伝線長

2-1 紬 および伝爆拭験

朗報と同様に,ブリルのみおよびブジルに粉砕硝安

(150メッシュ通過80%軽度のもの)をねじたANFO

爆薬を用い,22mm80gのポリエチレン挿入?薬包

(ポリエチレンの厚さ80ミクtZン)を作り,内径27.6

mm内申3･2mm 長さ800mm の鉄管中に薬包を3本

装明し,甘カー少ツト25mm50gの紙筒薬包を伝爆薬

として,鉄管中の伝億銑鉄を行った｡この時,鉄管の

丙埠は軽く紙を蘇った程度で賂々開放に近い条件下で

ある｡鉄管への浜唄法は,こめ梓で軽く押して,鉄管

中に叫こ並べただけの軽装填と,こめ棒で少し効く押

して密装填したものの2都薪とした｡燦亜長は鉄管の

破塊状癌から判断した｡鉄管の関崎を開放した伝燥釈

放の解合,鉄管の破断は致い燃塊の時のみ起り.弱い

燃焼では鉄管は臓 のままに近い状怨で洩り,燥♯時

は破れた鉄片の切れ目のぎざぎざで判断出*･る｡

2-2 椿果および奇癖

伝爆釈験の結果は TLIb)elに示す｡
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るYel.31.Ne.2.1WO が,粉砕硝

安をませたものより,固有の糠速は劣っていても,鉄

管内の伝爆性がよいという結果を御た｡しかし.ブリ

ル硝安のみから成るものでも軽装填では伝糠が完全でなく,癖装



問を先行するショック波による圧結,すなわち所洞チ

ャンネル効果に上るものであると考える｡ブリル硝安

のみからなる N̂FO爆薬でも,径22mmの時は軽装

境では伝健性が十分でない｡この邸は N̂FO爆薬の

ポリ筒入り兆包では,径22mmが実用時な限外に近い

布を示していると考える｡

なお.ここでブリル硝安がチャンネル効果に対し,

抵抗性 があると述べたが, これは粉砕硝安を混じた

ANFO 爆薬との比較であって,通常のカーリツト,

硝安頒薬等の粉状爆薬とくらべれば,駒掛 こ示した様

により圧矧 こ弱い爆薬なので,チャンネル効果を受け

易いものものである称はいうまでもない｡

3･ ANFO銀水.薬包の鉄管中伝嬢に麻しての特

典現象

311 現象の先見

約時の洗験叫乱 ブリル硝安 のみからなるANFO

爆薬の軽装唄の伝僚時,Tablelに掲げた様に,ポリ

筒薬包の1本日は完全に爆壷するが.2本日以下は爆

走せず,大鉢分は燃焼一部凍薬が散らばり.鉄管は攻

るが,その時地米に近い蕗分が奇妙にふくれていた

り,或は鉄管の中央鰍 まそのまま視るのに端末が破裂

していたI)する布妙な現象を発見した｡この勘合,先

に述べた様に,鉄管の両端は開放したままで火験した

ので,薬包が燥推した時は鉄管が破裂するが,粥い燃

焼では鉄筋 こ変形を与えないで,ガスは抜けてしまう

E=g tL-__邑 芦FI甘.I,PhotoI Threecartridges
ofANFOinA

StCClpipe()) befo
reblasting(2) AE(crbl舶ting のが来状である｡したがって.鉄管の管未に近い所で-t]靭まった或い

は一日中断した ANFO爆薬の燃焼が何年かの理

由で強められて,ある良さを隔てで爆燃或いは熔故

に至ったものでは/J:かろうかと考えた｡この時の状況は Fig.1の通りである｡

薬包を40g6ケにしてみても結

果は同じで,現象が頗

有になって,Fig.2の様になる群さえあった｡鉄

管内に ANFO爆薬をId墳した場合は,全くこの現射ま起って

いないから,鉄管と兆包関の隙間に原因しているらしい駄 文粉砕

硝安をまぜるにしたがってこの現象が小さくなってゆくので,ブリ

ル硝安の特別な性質によっているらしい叫が考えられる｡

Fig.2 SixcartridgesoIANFOinaSteelp
ipe(1) belorc

bhsting(2) Ahertlhuti

uJ!何故この特棚 が起るのか,その成因を解明するため,以下に租々の突放軌鰯を銑みた｡3-2 拭験方法および棒先3-2-1 拭験方法鈍晩方

法は前車と同様,すべて内径27.6mm,内原3･2mmの鉄管,長さ800mm･-).



穿ち,80gの荻包3本を装填して,伝爆実験を行った

時は,孔無の時と殆ど同様に特異現象が認められた｡

(Fig.3)

しかし,径8mmの孔を35mm間隔で一列に穿って

実験を行うと,Fig.4の通り,今度は特異現象が全く

罪められなかった｡

(2) oOOOOO

Fig.4 PerEoraledsteelpipe(卵 mmholesnt
35mminteryal)
(l) beforeblasting
(2) Afterbusting

3-2-3 薬包にゴムシートを巻いて 鉄管と薬包Fmの

空酸をふさいだ時

転30mmのゴムシートを薬包の周囲に巻きつけて,

鉄管と薬包の問の隙間をふさいで伝燥実験を行った｡

ゴムシートは第 l薬包と第2薬包に 1ヶ所づっ巻きつ

けた｡Fig.5に示す様に,第2薬包までは伝爆したが,

3本日は残留した｡

Fig･5Cartridgew
aspartiaI]y wrappedbyrubbersheets

(1) beforebusting(

2) A ftcrbusting312-4

薬包間に虫色の薬包をおいた痔径22mtn8

0gの茶色の第 1薬包と第2薬包の問に径22mm40gの食塩入

t)ポリ薬包をおいて,伝爆仲 を行った｡Fig.6

に示す通り,食盤薬包を隔てた第2薬包の部分で,

ANFOの部分的な烈しい反応がみとめられる｡食塩薬包を

弗2薬包と第 3薬包の岡においた時も同様で,第 3非

包のl抑 こ烈しい反応がみとめられた｡しかし,食塩

薬包を関に入れると,食塩薬包なしの時に比べると,

反応はやや弱い｡Vol.31.N
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6メッシュ-35メッシュのプリル硝安の時ブリル

硝安としてはかなり細い,16-35メッシュのブ

リル硝安を用い ANFO爆薬とし,同様な伝薬央験を行ってみると,第 1兆包の

半分位で燥軌ま終わり,3本日の位匠で鉄管が若干ふ

くらむが,破裂するまでには至らず,殆ど特典現射ま起らなか

った｡結局,粒度の粗い ANFO蛤薬が特典現象を起し易いという事が

判る｡3-2-7 守カーリツトによる伝鰭典放径22mm80g

のポリ筒入りせカーリツトで同様な伝線'R験を行うと,

3本井伝燃し.特典現象は全く認められなか

った｡3-2-8 虫填薬包を問にはさみ雨嶋から起

爆した時径 22mm40gのポリ筒入りANFO燥薬

包6本と食盤の径22mm40gのポリ薬包をFig.

10の様に鉄管中に装填し,導爆線を使って.丙鵜

から同時に起爆した｡結果は Fig.10に示す

通Dで,両方の鱒から中央方向へと起る特典現象が,

食塩薬包を飛び越して起D,両方が同時に

韮ったため, この時外税魚は強大となり.完全な燈轟が鉄管中央部でみとめられた｡ FIg.10.Phto2
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抵抗性によるのであろうと報告したが.それ以外に,

この jumpi叩 detonnlion類似の現象を税額するにお

よんで,この畔地な税政がプリル硝射 こついて最も起

り易い点も,火きな一脚 こなっているのではないかと

考える｡非/d径と鉄管径との関係が拙速の条件下では

この現象が迎純して起こる邸が考えられ その時は伝

煤が中断しがたくなる苦である｡

4. あ とが き

22mm径のANFO燦薬のポリ薬包の伝糠性につい

てしらべている掛 こ.図らずも特外な.薪な燃焼乃至

爆在がある熊取を隔てて起こる現免を見出した｡この

現象は日下の所.ブリル硝安を使用した ANFO爆薬

のポリ薬包についてのみ助めた現象である｡今回は現

象の報IE･にのみ止まるが,この現象の槻柄解明に丈に

研兜を鰍 ナてゆきたいと額える｡
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SttldyoTtttlePropptioTtOEDetonationittANFO(TT)

byK.Tto

ThepropagationoEdetonationinANFOcartridgessetinsteeltutnswhoseinner

diametersWereAlittlelargerthandiametersoEthecartridgeswasStudied.

ThepropagationinANFOwhichconsistsofpriuedammoniumnitrateWasmuch

easierthntlmtimANFOwhichconsistsoEmixtureofpriIledammoniun TlitrateAnd

pulyeri雄dAmmOniumnitrzLte,tl10ugh theformerhadtowdetonationvelocitythanthe
latter.

Anovelphenomenonwasobserved.ForinstaTICe,WhentheGrstoEthreecAridges

oEANFOlmdinitiatedinasteelpipe,detonationhadfaded8日heendofthe丘rst

cartridge;neverthelesssomepartsOEthethirdcartridgehadignited againkyondthe

secondcartridge.
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